
    

 

 

教科書出版社名（ 教育出版 ） 

〇 中学校（ ３ ）年   教科等（ 社会 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・政府が多額の財政赤字を抱えている理由を多面的・多角的に考察できる力 

・現在の税制度や社会保障制度を正しく理解した上で、改善策を提案できる力 

・「効率と公正」という見方・考え方を活用して課題を考察できる力 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・課題解決につながる図書資料を自分で探し出し、正しく読み取る力 

・根拠となるグラフ・数字を正しく読み取り、引用する力 

・図書資料に加えて、インタ一ネットや新聞など各々の媒体の特長をいかして情報を多面的・多角的

に考察する力 

・調べた情報を活用し、自分の考えをまとめる力 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…課題やその解決に必要な情報を、図書資料やタブレット端末を活用して収集する。 

●整理・分析…収集した情報をフィッシュボーン図で分類し、多面的・多角的に考察する。 

●まとめ・表現・発信…収集・分類した情報を適切に活用し、提言書を作成する。 

              提言書をもとにプレゼンテーションで発表する。 

 

〇 学習の展開（全１０時間）（学校図書館を活用した時間は☆印） 

第１次 単元の全体像をつかみ、現在の日本の財政状況を理解する。 

第２次 金融のしくみと日本銀行の役割を理解する。 

第３次 政府が行う経済活動の意義を理解する。 

第４次 日本の税制度とその課題を理解する。 

第５次 日本の社会保障制度を理解する。 

第６次 社会保障制度を維持するために日本が抱えている課題を理解する。 

第７次☆ 日本の税制度を再点検し、増税の可能性を探る。 

第８次 財政健全化についての提言書を作成する。 

第９・10 次 財政健全化についてのプレゼンテーションを実施する 

 

 

単
元
名 

日本の財政健全化のための政策提言をしよう！ 



（本時７／１０時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

日本の主要な税の特徴や課題などについて考える。 

 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動 指導上の留意点 
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１０ 

１. 本時の流れを理解する 

・学校司書が調べ方の説明をする。 

 

 

 

 

 

２.担当する税について調べる 

・事前に決めた税（消費税・所得税・法人税）を、一班につ 

き一つ担当する。 

・それぞれの税のメリット、デメリット、制度や税収額の変化など 

の特徴について調べる。 

・調べたことを「情報カード」にまとめていく。 

・必要な資料・文章を見つけた際は、適切に引用・要約する。

参考文献も奥付をみて正確に記載する。 

・引用したい資料があった場合は、タブレットで撮影し、ロイロ 

ートでカード化して添付する。 

 

３．調べた情報を共有・分類する 

・シンキングツール「フィッシュボーン図」を活用し、班長のタブレ

ット端末で「情報カード」をテーマ別に分類しながら、調べた

税についての理解を深める。 

・完成したフィッシュボーン図を教員に提出する。 

 

４．調べた内容を発表する 

・フィッシュボーン図を提示しながら発表する。 

・フィッシュボーン図から読み取れる税の特徴や分類作業を進

めた中で見えてきた課題などを端的に発表する。 

 

・調べ学習の時間を確保す

るために、本時の流れを予

め板書し、端的に説明す

る。 

・活用する図書資料の特徴

を学校司書が説明する。 

 

・調べる手段として、図書資

料・ウェブサイト、新聞があ

り、特長に応じて使い分け

るよう指導する。 

・必要な情報を見つける手

立てとして、関連図書コー

ナーを設置しておく。 

・適切に引用・要約ができて

いるか確認する。 

 

 

・情報カードに応じてテーマ

設定させる。 

・分類が適切に行われてい

るか確認する。 

 

 

・一班を指名し、全体を代

表して発表させる。 

 

 

図書館活用 

ポイント 



〇参考資料（ロイロノートで生徒に配付） 

 

 

 

 

 

 


